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20ページに表紙関連記事を記載

議会からのお知らせ
9月定例会は10人が傍聴に来られました

議会は年 4回（3月・6月・9月・12月）
定例会が開かれます。

議会ホームページからは本会議の生中継が
ご覧いただけます。

傍聴する場合は、役場 3階の傍聴席入り口で
住所・氏名をご記入ください。

次回の議会は12月9日に開会予定です。

P4

議会広報
シリーズ

子どもたちの
笑顔とそれを支える方々に

スポットを当てて
いきます

表紙にも掲載
しています

委 員 長
副委員長
委 員

丸　山　康　夫
鳴　海　圭　矢
安　川　繁　典

議 長 古　賀　ひろ子

委 員
委 員
委 員

髙　橋　紳　章
安　川　禎　幸
小　林　孝　昭

【発行責任者】

【議会広報常任委員会】
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インタビューインタビュー

「学びの多様化学校」とはP2

一般質問 町政を問う6人が登壇P9

委員会活動報告P16

楽しく防災を学ぼう
スポーツ少年団が
防災体験会

非常食のオニギリはどんな味かとっても楽しみ

スポーツ少年団が楽しく防災体験会
　9月8日（日）住民福祉センター体育館で「楽しく防災を学ぼう」をテーマにスポーツ少年団が行った防
災体験会を取材しました。
　スポーツ少年団では、災害が発生し、避難した際に「自分に何ができるかを考えて行動できるリーダー
の育成」に力を入れてあり、参加した子どもたちは時に笑顔で、時に真剣な表情で避難所設営訓練など
に取り組んでいました。

議会からのひと言
　今年1月に発生した能登半島地震では、自分の命は自分で守る「自助」と、地域で協力して助け合う「共助」の防災
活動により、住民が助かった事例がいくつもあります。
　「自助」・「共助」の力を高めるためには、地域の防災リーダーの育成が必要不可欠であり、小中学生のころから楽
しく防災について学び・体験することがリーダー育成の一番の近道だと実感しました。
　今後も防災リーダーとなる防災士の育成や防災教育の充実のための提言を続けていきます。

　地域コミュニ
ティ課職員の指導
でパーティション
や段ボールベッド
の組み立てを体
験。「一度体験した
らみんなに教えら
れるね」とてきぱきと行動していました。

　副本部長の福山
栄二さん(写真中)
は「低学年に防災
体験会は難しいか
と思ったが、非常
食やハザードマッ
プにも関心を持っ
てくれたので、来年度の事業にも防災体験会を取り
入れていきたい」と思いを語られました。

　ハザードマップ
で自宅と避難所の
位置、危険な場所
や安全な避難経路
を確認。「家から避
難所までにこんな
危険な場所がある
んだ」と驚いてい
ました。

　災害が発生した
際に避難所に行く
と不安いっぱいだ
と思いますが、
パーティションの
中は過ごしやすそ
うで「これなら家族
で力を合わせれば
乗り切れそう」と話していました。
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宇美町こども教育総合支援センター（うみハピネス） 学校経営要綱より　※パーパス（存在意義）

学校教育課HP

すべての子どもが学  びにアクセスできる新たな学校

宇美町の不登校対策

折居教育長インタビュー

不登校児童生徒の状況

令和6年8月8日 現在

多様な学びの場に関するアンケート

「宇美町立学びの 多様化学校」ってどんな学校？

　小中学校では福岡県初となる「宇美町立学びの多様化学校」の開校は、大きな注目を集めており、県外か
らの問い合わせもあっている。他町に先駆けたこの取組が、本町の児童生徒の教育機会の確保に大きく寄
与するのではないかと思う。学校教育が抱える最大の課題である不登校の解決に向かう大きな一歩となる
のではないか。教育長のリーダーシップに期待したい。

■ 取材を終えて　

　文部科学省が発表した令和４年度の全国の不登校児童生徒数は約30万人とされ
ており、本町でも不登校者数は年々増加している。
　本町では、平成12年度に「し～ず・うみ」に不登校の児童生徒を対象とした適応指導
教室「くすのき教室」を他町に先駆けて開設。中学校には校内教育支援センターが設
置され、教育相談室やスクールソーシャルワーカーと連携した対応が行われている。
　今回、「学びの多様化学校」の開校と同時に教育相談室もハピネスに移設される予
定である。すでにハピネスに設置されている「こども家庭センター」と併せて充実した
相談体制が築かれ、こども教育総合支援センターとしてのさらなる機能強化が図ら
れる。
　「学びの多様化学校」は児童生徒と保護者に新たな選択肢を提供することで、一人
でも多くの児童生徒に教育機会を確保するものである。

　「宇美町立学びの多様化学校」が宇美町こども教育総合支援センターうみハピネスに原田小・宇美南中学校の
分校として令和７年４月に開校される予定である。「学びの多様化学校」とは、不登校児童生徒の実態に配慮して
特別の教育課程を編成して教育を実施する学校で、令和6年4月現在、全国で35校。県内では、全日制の小中学
校ではじめての設立となる。そこで、今回は折居教育長のインタビューを行った。

　宇美町教育委員会では令和６年８月に多様な学びの場に関するアンケートを実施した。アンケートの結果、対
象のうち半数の児童生徒が通ってみたい、4分の3の保護者が通わせてみたいと前向きな回答となっていて、学
びの多様化学校へ高い関心を寄せていることがうかがえる。

宇美町立学びの多様化学校ハピネス分校は
「行きたい学校」「会いたい仲間」
「参加したい学び」を創造します

PURPOSE※

学校経営の柱　ワンヘルス教育
心と体、生物と環境の一体的健全性

宇美町と宇美町議会は「ワンヘルス宣言」をしています

学びの多様化学校に「通ってみたい」「通わせてみたい」と思いますか。Q

学びの多様化学校が目指す姿は

　児童生徒の主体性が一番大切。自ら課題を発見し、自分の責任のも
とに解決する力を身に付けてほしい。
　まず登校してもらい、学校で人間関係をつくる。最終的にはしなやか
さと粘り強さを身に付けて、社会をたくましく生き抜いてほしい。
　先生は児童生徒の伴走者としての支える人になる、これがこの学校
の大人の役目。

児童生徒に対する支援の考え方は

　先生は児童生徒が自立できるように支える。それには「支援」を「支
持」と「援助」に分けて考える。まずは伴走者として「支持」を行い、解決
が難しい時に「援助」を差し伸べる。「援助」が先にいかないようにした
い。

ここでいう目標とは？

　ハピネスの近くには自然豊かな四王寺県民の森がある。
　福岡県、宇美町ともに「ワンヘルス教育」を推進し、心と体、生物と環
境の一体的健全性を理念としている。この環境を最大限活用して森を
散策したり、動物とふれあうことで心と体の健康エネルギーを高めて
ほしい。

Q
折　居
教育長

Q
折　居
教育長

Q
折　居
教育長

interview

■ 通ってみたいと思う

■ どちらかといえば
　  通ってみたいと思う

■ どちらかといえば
　  通ってみたいと思わない

■ 通ってみたいと思わない

■ 今はまだわからない

児童生徒

小学校 不登校の割合

令和4年度 2.8％

令和5年度 4.3％

令和4年度 11.0％

25％ 5.1％
5.1％

25.7％

15.4％

48.7％43.8％

25％

3.1％ 3.1％

令和5年度 11.9％

中学校 不登校の割合

保護者

折居教育長
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9月定例会の概要
　9月定例会は、9月9日から9月20日までの12日間の会期で開
かれました。町長から令和5年度決算認定をはじめ専決処分の報
告、人事、条例、補正予算など22議案が提出され、全てを原案どお
り可決しました。
　一般質問では6名の議員が8項目について質問を行いました。

　
町
の
公
共
交
通
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
宇
美
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
創
業

支
援
の
た
め
、駅
前
広
場
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
物
販
な
ど
の
事
業
活
動
が
行
え
る

よ
う
に
す
る
改
正
。事
前
申
請
を
し
、許
可
を
受
け
た
場
合
は
、使
用
料
を
支
払
う

こ
と
で
駅
前
広
場
に
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
老
朽
化
し
た
機
器
類
を
更
新
し
、新

し
い
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。

　
防
災
カ
メ
ラ
設
置
箇
所
を
10
ヶ
所

か
ら
12
ヶ
所
に
増
や
し
、防
災
カ
メ
ラ
を
高
性

能
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に

情
報
提
供
や
安
全
確
保
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

宇
美
駅
前
広
場
条
例
全
部
改
正

防
災
気
象
情
報

シ
ス
テ
ム
整
備

動画でご覧いただけます。
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川
が
氾
濫
す
る
危
険
性
が
あ
る
場
所
を
安

全
に
確
認
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

　
カ
メ
ラ
は
防
犯
カ
メ
ラ
に
も
な
る
た
め
、犯

罪
抑
止
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

更
新
す
る
防
災
カ
メ
ラ
な
ど
の
機
器
類

の
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

問

更
新
後
1
年
以
内
に
品
質
上
の
機
器
類

の
不
具
合
や
故
障
が
生
じ
た
場
合
は
、無

償
で
交
換
。そ
の
後
は
、緊
急
障
害
対
応

も
含
め
、点
検・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
必
要
性

を
精
査
し
、契
約
を
行
う
。

答

使
用
料
を
町
内
事
業
者
と
町
外
事
業
者
と
で
差
を
設
け
な
い
理
由
は
。

問
に
ぎ
や
か
な
駅
前
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
も
、ま
ず
は
多
く
の
出
店
者
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
。

答

授
業
の
開
始
時
期
や
あ
ら
ま
し
は
。

問

10
月
か
ら
実
施
。
委
託
先
の
民
間
事
業
者
に
も
よ
る
が
、
2
、
3
時
間
の
授
業
を
2
、

3
回
で
行
う
予
定
。
子
ど
も
た
ち
の
体
調
に
配
慮
し
、
年
内
に
授
業
を
終
え
た
い
。

答

こ
の
機
能
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
が
期
待
さ
れ
る
の

か
。

問

乗
車
予
約
の
半
数
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
希
望
す
る
時
間
が
混
雑
し
、
予
約

で
き
な
い
場
合
に
利
用
を
諦
め
る
方
が
多
く
、
「
10
分
前
再
検
索
機
能
」
を
付
け
る
こ

と
で
希
望
す
る
時
間
の
少
し
前
の
検
索
を
容
易
に
し
、
予
約
の
離
脱
者
を
減
少
さ
せ
、

利
用
者
数
を
増
や
し
た
い
。

答

予
算
を
か
け
て
行
う
の
で
あ
れ
ば
、実
施
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問

現
時
点
の
実
施
期
間
は
予
定
で
あ
り
、期
間
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
。

答

当
初
予
算
で
は
な
く
補
正
予
算
に
組
み
込
ん
だ
理
由
は
。

問
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
、条
例
改
正
を
行
っ
て
か
ら
予
算
組
み
を
行
っ
た
た
め
。

答

　
駅
前
の
実
証
実
験
の
際
に
創
業
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
創
業
さ
れ
る
人
た
ち
に
も
良
い
機
会
の
場

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
町
の
中
心
地
が
活
気
づ
い

て
い
く
よ
う
に
新
商
品
も
用
意
し
て
出
店
し
た
い

で
す
。

契約締結

条例改正
　
駅
前
広
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の
照

明
機
材
の
購
入
費
な
ど
を
計
上
。今
後
も
商
工
会
と
共
働
で
継
続
的
な
町
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

駅
前
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

一般会計
補正予算

新規

新規

　
児
童
の
安
全
と
泳
力
向
上
を
目
的
に
、屋
内
プ
ー
ル
を
保
有
す
る
民
間
事
業
者
に
水
泳
指
導

を
委
託
す
る
。今
年
度
は
原
田
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
選
定
し
、試
行
実
施
の
成
果
と
課
題
を

検
証
す
る
。 水

泳
授
業
民
間
委
託
事
業
　
　
　

一般会計
補正予算

増額

増額

　
児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
よ
り
１０
月
分
か
ら
所
得
制
限
の
撤
廃
、支
給
対
象
期

間
を
中
学
生
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
延
長
、第
３
子
以
降
の
手
当
額
が
３
万
円
に

増
額
さ
れ
る
。支
給
対
象
児
童
数
は
５
９
０
０
人
の
見
込
み
。

児
童
手
当
関
係
経
費

一般会計
補正予算

　「
の
る
ー
と
宇
美
」の
L
I
N
E
で
の
予
約
機
能
に「
１０
分
前
再
検
索
ボ
タ
ン
」を
追
加
す
る
こ

と
で
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　

一般会計
補正予算

144万円
33万円

333万円

1967万円

8800万円
で契約

農　家

小林　弘俊さん

キッチンカー経営

田中　裕則さん

　
天
候
や
季
節
の
影
響
を
受
け
な
い
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
の
専

門
的
な
水
泳
指
導
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
泳
力
が
向
上
さ
れ

る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
試
み
に
良
い
結
果
が
出
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

児童の保護者

安河内　徹さん

　
子
育
て
と
仕
事
に
追
わ
れ
る
中
、
物
価
高
騰
も
続
き
、
家
計

へ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
第
３
子
以
降
の
子
育
て
支
援

の
幅
が
広
が
り
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

子育て中

松山　亜沙さん

乗降場所は予約確定後に表示されます。
サービスの性質上、最寄りの乗降場所にご案内
できないこともあります。

予約を確定する

戻る

希望時間を10分早めて再検索

希望時間を早めることでより早く乗車できる
場合があります。

予約する 予約確認 メニュー

再
検
索
で
き
る
！！

お
手
軽
に
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9
月
定
例
会

9
月
定
例
会

9月定例会の概要
　9月定例会は、9月9日から9月20日までの12日間の会期で開
かれました。町長から令和5年度決算認定をはじめ専決処分の報
告、人事、条例、補正予算など22議案が提出され、全てを原案どお
り可決しました。
　一般質問では6名の議員が8項目について質問を行いました。

　
町
の
公
共
交
通
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る
宇
美
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
と
創
業

支
援
の
た
め
、駅
前
広
場
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
物
販
な
ど
の
事
業
活
動
が
行
え
る

よ
う
に
す
る
改
正
。事
前
申
請
を
し
、許
可
を
受
け
た
場
合
は
、使
用
料
を
支
払
う

こ
と
で
駅
前
広
場
に
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
老
朽
化
し
た
機
器
類
を
更
新
し
、新

し
い
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。

　
防
災
カ
メ
ラ
設
置
箇
所
を
10
ヶ
所

か
ら
12
ヶ
所
に
増
や
し
、防
災
カ
メ
ラ
を
高
性

能
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に

情
報
提
供
や
安
全
確
保
を
図
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

宇
美
駅
前
広
場
条
例
全
部
改
正

防
災
気
象
情
報

シ
ス
テ
ム
整
備

動画でご覧いただけます。

4

　
川
が
氾
濫
す
る
危
険
性
が
あ
る
場
所
を
安

全
に
確
認
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

　
カ
メ
ラ
は
防
犯
カ
メ
ラ
に
も
な
る
た
め
、犯

罪
抑
止
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

更
新
す
る
防
災
カ
メ
ラ
な
ど
の
機
器
類

の
点
検
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

問

更
新
後
1
年
以
内
に
品
質
上
の
機
器
類

の
不
具
合
や
故
障
が
生
じ
た
場
合
は
、無

償
で
交
換
。そ
の
後
は
、緊
急
障
害
対
応

も
含
め
、点
検・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
必
要
性

を
精
査
し
、契
約
を
行
う
。

答

使
用
料
を
町
内
事
業
者
と
町
外
事
業
者
と
で
差
を
設
け
な
い
理
由
は
。

問
に
ぎ
や
か
な
駅
前
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
も
、ま
ず
は
多
く
の
出
店
者
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
。

答

授
業
の
開
始
時
期
や
あ
ら
ま
し
は
。

問

10
月
か
ら
実
施
。
委
託
先
の
民
間
事
業
者
に
も
よ
る
が
、
2
、
3
時
間
の
授
業
を
2
、

3
回
で
行
う
予
定
。
子
ど
も
た
ち
の
体
調
に
配
慮
し
、
年
内
に
授
業
を
終
え
た
い
。

答

こ
の
機
能
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
が
期
待
さ
れ
る
の

か
。

問

乗
車
予
約
の
半
数
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
希
望
す
る
時
間
が
混
雑
し
、
予
約

で
き
な
い
場
合
に
利
用
を
諦
め
る
方
が
多
く
、
「
10
分
前
再
検
索
機
能
」
を
付
け
る
こ

と
で
希
望
す
る
時
間
の
少
し
前
の
検
索
を
容
易
に
し
、
予
約
の
離
脱
者
を
減
少
さ
せ
、

利
用
者
数
を
増
や
し
た
い
。

答

予
算
を
か
け
て
行
う
の
で
あ
れ
ば
、実
施
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問

現
時
点
の
実
施
期
間
は
予
定
で
あ
り
、期
間
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す
る
。

答

当
初
予
算
で
は
な
く
補
正
予
算
に
組
み
込
ん
だ
理
由
は
。

問
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
、条
例
改
正
を
行
っ
て
か
ら
予
算
組
み
を
行
っ
た
た
め
。

答

　
駅
前
の
実
証
実
験
の
際
に
創
業
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
創
業
さ
れ
る
人
た
ち
に
も
良
い
機
会
の
場

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
町
の
中
心
地
が
活
気
づ
い

て
い
く
よ
う
に
新
商
品
も
用
意
し
て
出
店
し
た
い

で
す
。

契約締結

条例改正
　
駅
前
広
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の
照

明
機
材
の
購
入
費
な
ど
を
計
上
。今
後
も
商
工
会
と
共
働
で
継
続
的
な
町
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

駅
前
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

一般会計
補正予算

新規

新規

　
児
童
の
安
全
と
泳
力
向
上
を
目
的
に
、屋
内
プ
ー
ル
を
保
有
す
る
民
間
事
業
者
に
水
泳
指
導

を
委
託
す
る
。今
年
度
は
原
田
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
選
定
し
、試
行
実
施
の
成
果
と
課
題
を

検
証
す
る
。 水

泳
授
業
民
間
委
託
事
業
　
　
　

一般会計
補正予算

増額

増額

　
児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
よ
り
１０
月
分
か
ら
所
得
制
限
の
撤
廃
、支
給
対
象
期

間
を
中
学
生
か
ら
高
校
生
年
代
ま
で
延
長
、第
３
子
以
降
の
手
当
額
が
３
万
円
に

増
額
さ
れ
る
。支
給
対
象
児
童
数
は
５
９
０
０
人
の
見
込
み
。

児
童
手
当
関
係
経
費

一般会計
補正予算

　「
の
る
ー
と
宇
美
」の
L
I
N
E
で
の
予
約
機
能
に「
１０
分
前
再
検
索
ボ
タ
ン
」を
追
加
す
る
こ

と
で
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事
業

　
　
　

一般会計
補正予算

144万円
33万円

333万円

1967万円

8800万円
で契約

農　家

小林　弘俊さん

キッチンカー経営

田中　裕則さん

　
天
候
や
季
節
の
影
響
を
受
け
な
い
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
の
専

門
的
な
水
泳
指
導
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
泳
力
が
向
上
さ
れ

る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
試
み
に
良
い
結
果
が
出
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

児童の保護者

安河内　徹さん

　
子
育
て
と
仕
事
に
追
わ
れ
る
中
、
物
価
高
騰
も
続
き
、
家
計

へ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
の
で
、
第
３
子
以
降
の
子
育
て
支
援

の
幅
が
広
が
り
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

子育て中

松山　亜沙さん

乗降場所は予約確定後に表示されます。
サービスの性質上、最寄りの乗降場所にご案内
できないこともあります。

予約を確定する

戻る

希望時間を10分早めて再検索

希望時間を早めることでより早く乗車できる
場合があります。

予約する 予約確認 メニュー

再
検
索
で
き
る
！！

お
手
軽
に
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令
和
5
年
度
決
算

令
和
5
年
度
決
算

丸山康夫議員

決算審査特別委員会　黒川　悟 委員長

特別会計 一般会計

後期高齢者医療 特別会計

本町の後期高齢者1人当
たりの医療費は県内一高
いがその要因は

問

医療費分析を行っている最中であり、現状
で新たな要因は把握できていないが介護
給付費との関連を分析しているので今後、
明確になる点も出てくると考える。

答

丸山康夫議員

国民健康保険 特別会計

物価高騰の中、保険税の
値上げの見通しは

問

県が算定する国民健康保険事業費納付金
の額が今年度と同様であれば、大幅な保
険税改定を行うことはない。

答

丸山康夫議員

上水道 特別会計

自己水源の活用などで水道
企業団からの受水量の見直
しを行うべきでは

問

協定水量の見直しについて協議を進めて
いる。少なくとも令和 7年 7月までに協
議を終わらせたい。

答

平野龍彦議員

流域関連公共下水道事業
特別会計
施設の維持管理に重要な
ストックマネジメントを実践
できる専門職員の確保は

問

専門職員を確保するのは非常に難しい。
専門のコンサルタントと相談しながら私
どもも勉強していく。

答

丸山康夫議員

一 般 会 計

企業版ふるさと応援寄附
の増額に向けた事業展開
は

問

これまで以上に企業へのアプローチや
トップセールスに力を注ぎ、県外で開催
される企業とのマッチング会などに参加
するなど積極的に PRする。

答

髙橋紳章議員

一 般 会 計

地域コーディネーターを
配置しているが、その活
動実態は

問

小学校区コミュニティ運営協議会の会議
に出席し、各種活動支援やアドバイスを
行うなど協議会の運営に携わっている。

答

髙橋紳章議員

一 般 会 計

防犯灯のLED化は令和５年度
が７2．１３％の実施率、令和６年
度は１００％の実施率となるのか

問

基本的には電灯が切れたところから順次
ＬＥＤに交換している。令和 6 年度は
80％程度の見込み。

答

丸山康夫議員

一 般 会 計

宇美～太宰府線のバス
路線の乗客を増やすため
の取組は

問

西鉄バスとの協議の結果、令和 6 年 10
月 1 日から路線バスのＪＲ宇美駅前広場
への乗り入れが実現することになった。

答

鳴海圭矢議員

一 般 会 計

地域猫活動支援事業費
の財源確保の展望は

問

令和 6 年度は企業版ふるさと納税で寄附
を募っており、職員が営業マンとなって
営業活動を行う。

答

平野龍彦議員

一 般 会 計

金坪池の堤防の補強工
事に関して地元説明会は
行われたのか

問

利水者を対象に地元説明会を行い、仮設
道路の地権者には個別に説明を行った。

答

小林孝昭議員

一 般 会 計

使用済みおむつの処理
方法とＣＯ２削減のため
のリサイクルの考えは

問

使用済みおむつは現在燃えるごみとして
処理。今後、他自治体を参考に検討する。

答

藤木泰議員

一 般 会 計

清掃雑入でのごみ処理
料返還金の内容は

問

わかすぎRDF処理施設の委託料を支払っ
ていたが、令和 6 年１月から５月まで国
の支援により光熱費が軽減され、支払い
の一部が返還された。

答

　9月定例会では決算審査特別委員会を
設置し、前年度の予算の使い方が適正か
つ効果的であったか、いかに今後の予算
に反映させるかなどの審査を行いました。
　ここでは主な質疑を要約してお知らせ
します。

決算を審査
令和5年度

私たち議員はここに注目

決算の概要

収益的収入
収益的支出
資本的収入 
資本的支出 

流域関連
公共下水道
事業会計

９億３５７１万円
８億４３７８万円
５億７７１７万円
９億２９７４万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入 
資本的支出 

上水道
事業会計

８億１７３２万円
７億５２３１万円
９１３１万円

３億８７８８万円

後期高齢者医療特別会計

一般会計 歳入総額
歳出総額

150億8886万円
144億9243万円

国民健康保険特別会計 歳入総額
歳出総額

４０億３１６４万円
３９億６９３８万円

歳入総額
歳出総額

５億５１４１万円
５億２５１１万円

二次元コードから動画をご覧になれます。
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丸山康夫議員

決算審査特別委員会　黒川　悟 委員長

特別会計 一般会計
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たりの医療費は県内一高
いがその要因は

問

医療費分析を行っている最中であり、現状
で新たな要因は把握できていないが介護
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答
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問
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答
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答
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答
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答
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に出席し、各種活動支援やアドバイスを
行うなど協議会の運営に携わっている。

答
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答
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答
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一 般 会 計

清掃雑入でのごみ処理
料返還金の内容は

問

わかすぎRDF処理施設の委託料を支払っ
ていたが、令和 6 年１月から５月まで国
の支援により光熱費が軽減され、支払い
の一部が返還された。

答

　9月定例会では決算審査特別委員会を
設置し、前年度の予算の使い方が適正か
つ効果的であったか、いかに今後の予算
に反映させるかなどの審査を行いました。
　ここでは主な質疑を要約してお知らせ
します。

決算を審査
令和5年度

私たち議員はここに注目

決算の概要

収益的収入
収益的支出
資本的収入 
資本的支出 

流域関連
公共下水道
事業会計

９億３５７１万円
８億４３７８万円
５億７７１７万円
９億２９７４万円

収益的収入
収益的支出
資本的収入 
資本的支出 

上水道
事業会計

８億１７３２万円
７億５２３１万円
９１３１万円

３億８７８８万円

後期高齢者医療特別会計

一般会計 歳入総額
歳出総額

150億8886万円
144億9243万円

国民健康保険特別会計 歳入総額
歳出総額

４０億３１６４万円
３９億６９３８万円

歳入総額
歳出総額

５億５１４１万円
５億２５１１万円

二次元コードから動画をご覧になれます。



工事請負契約の締結
（令和６年度 宇美町防災気象情報システム整備工事）

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に
関する協議

令和５年度 宇美町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定

令和５年度 宇美町国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定

令和５年度 宇美町上水道事業会計利益の処分
及び決算認定

令和５年度 宇美町流域関連公共下水道事業会計
利益の処分及び決算認定

債権放棄の報告

人権擁護委員候補者の推薦

宇美町ひとり親家庭等医療費の支給に関する
条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

宇美町教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任
答申

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決宇美町国民健康保険条例の一部改正

令和５年度 宇美町一般会計歳入歳出決算認定

令和５年度 宇美町健全化判断比率及び資金不足比率
の報告

令和６年度 宇美町一般会計補正予算(第３号）
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表
決
一
覧

一
般
質
問

　一般質問とは定例会で行われ、議員が町政全般に
ついて、町長などの執行機関の考え方や方針などを
問いただすことです。
　掲載内容は、質問者自身が要約し、広報委員会で校
正しています。

　宇美町議会では、議場で行う本会議・特別委員会
のライブ配信と録画配信を行っています。
　ライブ配信は、議会の傍聴に来られない方のた
めに生中継で配信しています。
　録画配信は、議会のホームページから議案審査や一般質問の様子
をいつでもご覧いただけます。字幕付きですので音声が聞き取りにく
い方でも分かりやすく、ご覧いただけます。

町
政
を
問
う
6
人
が
登
壇

一
般
質
問

◆今後の宇美町の教育施策は
安川　禎幸　議員 14P

◆マイナ保険証以外で医療は受けられるか
鳴海　圭矢　議員 15P

◆持続可能な農業の推進を
丸山　康夫　議員 13P

◆認知症の人に寄り添った地域社会の構築は
黒川　　悟　議員 12P

◆一本松公園の将来像は 
髙橋　紳章 　議員 11P

◆空き家を負の遺産ではなく資源にしては
白水　英至　議員 10P

議会をもっと身近に
ライブ配信と録画配信をご視聴ください

審査した議案と各議員の賛否
令和6年9月定例会　表決一覧

○は賛成　×は反対を表しています

※古賀ひろ子議長に表決権はありません。
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平
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丸
山
康
夫
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章

安
川
禎
幸

小
林
孝
昭

審
議
結
果

討
　
　論

議
員
名

宇美町上水道事業及び下水道事業の設置等に関する
条例及び宇美町長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例の一部改正

専決処分の報告
（和解及び損害賠償の額の確定）

専決処分の報告
（和解及び損害賠償の額の確定）

宇美駅前広場条例の全部改正

令和６年度 宇美町上水道事業会計補正予算(第１号）

昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に
基づく債務の免除に関する条例を廃止する条例

令和６年度 宇美町一般会計補正予算(第２号）

令和６年度 宇美町流域関連公共下水道事業会計
補正予算(第１号）

議　　案　　名

議会のライブ配信
録画配信はこちらから

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー



工事請負契約の締結
（令和６年度 宇美町防災気象情報システム整備工事）

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に
関する協議

令和５年度 宇美町後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定

令和５年度 宇美町国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定

令和５年度 宇美町上水道事業会計利益の処分
及び決算認定
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人権擁護委員候補者の推薦

宇美町ひとり親家庭等医療費の支給に関する
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
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ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

宇美町教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任
答申

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決宇美町国民健康保険条例の一部改正

令和５年度 宇美町一般会計歳入歳出決算認定

令和５年度 宇美町健全化判断比率及び資金不足比率
の報告

令和６年度 宇美町一般会計補正予算(第３号）
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審査した議案と各議員の賛否
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（和解及び損害賠償の額の確定）
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（和解及び損害賠償の額の確定）
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令和６年度 宇美町上水道事業会計補正予算(第１号）

昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に
基づく債務の免除に関する条例を廃止する条例

令和６年度 宇美町一般会計補正予算(第２号）

令和６年度 宇美町流域関連公共下水道事業会計
補正予算(第１号）

議　　案　　名
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空き家対策

周辺地域に影響するよ
うなトラブルを引き起
こす可能性がある空き
家を負の遺産にしない
取組を期待する。

質問を終えて

深刻化する空き家問題

公園管理

一本松公園が新しい
形で町民の誰もが楽
しく集えるような公園
となることを期待す
る。

質問を終えて

現在使用されていないバンガロー
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令和6年11月15日発行 10

うみ議会だよりNo.95
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  住環境改善と資産利活用を促進する

空き家を負の遺産ではなく
資源にしては

えいじ

白水 英至 議員
しろうず

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  環境整備を行うため継続調査する

一本松公園の将来像は
のぶあき

髙橋 紳章 議員
たかはし

私の視点「なぜここを質問したか」
自治会から人の気配や出入りがない家屋があり、不審者
の侵入や台風・地震などでブロック塀や家屋が倒壊する
のではと心配の声が上がっている。空き家対策の現状は。

私の視点「なぜここを質問したか」
一本松公園はスケートボード場もでき、昨今のキャンプブー
ムにより利用者のさらなる集客が見込める。今後それらの施
設を維持管理し、将来に向けてどのように展開していくのか。

環
境
課
長

　
自
治
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
地

域
の
空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
上
水
道
を
一
年
間
使
用
し

て
い
な
い
建
物
を
調
査
し
て
い
る
。

答

本
町
は
空
き
家
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

問

環
境
課
長

　
一
本
松
公
園
に
は
広
い
ス
ペ
ー
ス

や
水
遊
び
場
も
あ
り
、
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
や
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
で
多
く
の
方
が

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

答

環
境
課
長

　
現
在
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
老
朽
化
が
進

み
、
安
全
面
を
考
慮
し
て
令
和
２
年

度
以
降
は
貸
出
し
を
し
て
い
な
い
。

答
一本
松
公
園
の
現
在
の
利
用
状
況

は
。

問

環
境
課
長

　
ま
ず
は
公
園
整
備
基
本
計
画
を
策

定
し
、
将
来
整
備
す
る
際
に
、
新
た

な
施
設
使
用
料
の
設
定
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。

答

都
市
整
備
課
長

　
新
た
な
公
園
整
備
は
国
庫
補
助
の

対
象
と
な
ら
な
い
。

　
一
本
松
公
園
に
限
ら
ず
町
全
体
の

計
画
策
定
を
行
う
た
め
、
国
の
補
助

制
度
や
民
間
の
活
用
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

答

都
市
整
備
課
長

　
一
本
松
公
園
の
整
備
事
業
を
実
行

す
る
と
な
れ
ば
、
有
識
者
や
町
民
を

構
成
員
と
し
た
懇
談
会
な
ど
を
設
置

す
る
予
定
。

答

公
園
施
設
使
用
料
を
活
用
し
て
、

施
設
等
を
改
善
す
る
考
え
は
。

問

町
長

　
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
引
き
続
き
調
査
・
研

究
を
重
ね
る
。

答
一本
松
公
園
の
将
来
像
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

問

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
使
用
状
況
は
。

問

環
境
課
長

　
管
理
は
、
業
務
委
託
に
よ
り
行
っ

て
い
る
。
職
員
が
巡
回
し
た
際
も
、

ク
モ
の
巣
は
で
き
る
範
囲
で
除
去
し

て
い
る
。

　
今
後
は
除
去
・
防
止
方
法
を
検
討

し
て
快
適
な
ト
イ
レ
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
。

答

ト
イ
レ
に
ク
モ
の
巣
が
多
い
が
、

管
理
状
況
は
。

問

環
境
課
長

　
空
き
家
対
策
協
議
会
に
お
い
て
は

町
長
を
会
長
と
し
、
18
名
の
委
員
で

構
成
し
、
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
空
き
地
と
空
き
家
は
、
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
い
た
め
、
雑
草
な
ど

が
生
い
茂
り
放
置
さ
れ
て
い
る
と
自

治
会
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

所
有
者
に
改
善
の
お
願
い
を
し
て
い

る
。

答

本
町
は
、
空
き
家
・
空
き
地
な

ど
の
環
境
保
全
条
例
を
制
定
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

る
の
か
。

問

環
境
課
長

　
所
有
者
不
明
の
土
地
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
空
き
家
の
認
定
は
平
成

28
年
度
か
ら
開
始
し
、
令
和
５
年
度

末
時
点
の
認
定
軒
数
は
２
９
５
軒
、

前
年
度
か
ら
は
３
軒
増
加
で
、
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

答

環
境
課
長

　
空
き
家
の
所
有
者
な
ど
が
、
自
ら

の
責
任
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
大

前
提
で
あ
り
、
現
状
で
は
解
体
補
助

金
は
考
え
て
い
な
い
が
、
助
成
金
や

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
他
自
治
体

の
要
件
や
効
果
な
ど
の
情
報
収
集
に

努
め
る
。

答

町
長

　
住
環
境
の
改
善
と
資
産
の
利
活
用

の
促
進
や
、
定
住
者
の
呼
び
込
み
に

よ
る
人
口
増
加
や
経
済
の
活
性
化
に

よ
り
本
町
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

答

空
き
家
と
所
有
者
不
明
土
地
な

ど
は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
増
加

し
て
い
る
と
思
う
が
、
近
年
の
推
移

と
現
状
は
。

問

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の

解
体
に
対
す
る
補
助
金
の
考
え
は
。

問

人
口
増
を
目
的
と
し
た
移
住
・
定

住
促
進
の
た
め
の
本
町
の
空
き
家
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

猫
石
キ
ャ
ン
プ
場
を
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
に
す
る
考
え
を
昨
年
９
月
定
例
会

で
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
。

問
一本
松
公
園
を
町
民
憩
い
の
場
と
し

て
整
備
す
る
た
め
、
ア
イ
デ
ア
の
公
募

や
町
民
参
加
の
委
員
会
な
ど
を
立
ち

上
げ
る
考
え
は
。

問
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周辺地域に影響するよ
うなトラブルを引き起
こす可能性がある空き
家を負の遺産にしない
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空き家を負の遺産ではなく
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えいじ
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しろうず
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こちらから ▶答弁（町長）  環境整備を行うため継続調査する

一本松公園の将来像は
のぶあき

髙橋 紳章 議員
たかはし

私の視点「なぜここを質問したか」
自治会から人の気配や出入りがない家屋があり、不審者
の侵入や台風・地震などでブロック塀や家屋が倒壊する
のではと心配の声が上がっている。空き家対策の現状は。

私の視点「なぜここを質問したか」
一本松公園はスケートボード場もでき、昨今のキャンプブー
ムにより利用者のさらなる集客が見込める。今後それらの施
設を維持管理し、将来に向けてどのように展開していくのか。

環
境
課
長

　
自
治
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
地

域
の
空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
上
水
道
を
一
年
間
使
用
し

て
い
な
い
建
物
を
調
査
し
て
い
る
。

答

本
町
は
空
き
家
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

問

環
境
課
長

　
一
本
松
公
園
に
は
広
い
ス
ペ
ー
ス

や
水
遊
び
場
も
あ
り
、
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
や
宿
泊
キ
ャ
ン
プ
で
多
く
の
方
が

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

答

環
境
課
長

　
現
在
バ
ン
ガ
ロ
ー
は
老
朽
化
が
進

み
、
安
全
面
を
考
慮
し
て
令
和
２
年

度
以
降
は
貸
出
し
を
し
て
い
な
い
。

答
一本
松
公
園
の
現
在
の
利
用
状
況

は
。

問

環
境
課
長

　
ま
ず
は
公
園
整
備
基
本
計
画
を
策

定
し
、
将
来
整
備
す
る
際
に
、
新
た

な
施
設
使
用
料
の
設
定
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
。

答

都
市
整
備
課
長

　
新
た
な
公
園
整
備
は
国
庫
補
助
の

対
象
と
な
ら
な
い
。

　
一
本
松
公
園
に
限
ら
ず
町
全
体
の

計
画
策
定
を
行
う
た
め
、
国
の
補
助

制
度
や
民
間
の
活
用
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

答

都
市
整
備
課
長

　
一
本
松
公
園
の
整
備
事
業
を
実
行

す
る
と
な
れ
ば
、
有
識
者
や
町
民
を

構
成
員
と
し
た
懇
談
会
な
ど
を
設
置

す
る
予
定
。

答

公
園
施
設
使
用
料
を
活
用
し
て
、

施
設
等
を
改
善
す
る
考
え
は
。

問

町
長

　
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
引
き
続
き
調
査
・
研

究
を
重
ね
る
。

答
一本
松
公
園
の
将
来
像
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

問

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
使
用
状
況
は
。

問

環
境
課
長

　
管
理
は
、
業
務
委
託
に
よ
り
行
っ

て
い
る
。
職
員
が
巡
回
し
た
際
も
、

ク
モ
の
巣
は
で
き
る
範
囲
で
除
去
し

て
い
る
。

　
今
後
は
除
去
・
防
止
方
法
を
検
討

し
て
快
適
な
ト
イ
レ
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
。

答

ト
イ
レ
に
ク
モ
の
巣
が
多
い
が
、

管
理
状
況
は
。

問

環
境
課
長

　
空
き
家
対
策
協
議
会
に
お
い
て
は

町
長
を
会
長
と
し
、
18
名
の
委
員
で

構
成
し
、
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
空
き
地
と
空
き
家
は
、
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
い
た
め
、
雑
草
な
ど

が
生
い
茂
り
放
置
さ
れ
て
い
る
と
自

治
会
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

所
有
者
に
改
善
の
お
願
い
を
し
て
い

る
。

答

本
町
は
、
空
き
家
・
空
き
地
な

ど
の
環
境
保
全
条
例
を
制
定
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

る
の
か
。

問

環
境
課
長

　
所
有
者
不
明
の
土
地
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
空
き
家
の
認
定
は
平
成

28
年
度
か
ら
開
始
し
、
令
和
５
年
度

末
時
点
の
認
定
軒
数
は
２
９
５
軒
、

前
年
度
か
ら
は
３
軒
増
加
で
、
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

答

環
境
課
長

　
空
き
家
の
所
有
者
な
ど
が
、
自
ら

の
責
任
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
大

前
提
で
あ
り
、
現
状
で
は
解
体
補
助

金
は
考
え
て
い
な
い
が
、
助
成
金
や

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
他
自
治
体

の
要
件
や
効
果
な
ど
の
情
報
収
集
に

努
め
る
。

答

町
長

　
住
環
境
の
改
善
と
資
産
の
利
活
用

の
促
進
や
、
定
住
者
の
呼
び
込
み
に

よ
る
人
口
増
加
や
経
済
の
活
性
化
に

よ
り
本
町
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

答

空
き
家
と
所
有
者
不
明
土
地
な

ど
は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
増
加

し
て
い
る
と
思
う
が
、
近
年
の
推
移

と
現
状
は
。

問

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の

解
体
に
対
す
る
補
助
金
の
考
え
は
。

問

人
口
増
を
目
的
と
し
た
移
住
・
定

住
促
進
の
た
め
の
本
町
の
空
き
家
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

猫
石
キ
ャ
ン
プ
場
を
キ
ッ
ズ
パ
ー

ク
に
す
る
考
え
を
昨
年
９
月
定
例
会

で
質
問
し
た
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
。

問
一本
松
公
園
を
町
民
憩
い
の
場
と
し

て
整
備
す
る
た
め
、
ア
イ
デ
ア
の
公
募

や
町
民
参
加
の
委
員
会
な
ど
を
立
ち

上
げ
る
考
え
は
。

問



介　　護

認知症の人に寄り添っ
た共生社会の実現に向
けた町の認知症対策の
推進に期待する。

質問を終えて

農　　業

有害鳥獣捕獲に対する
報奨金の増額や、処分
に対する町のサポート
に対して前向きな回答
が引き出せ、農業者の
力になると思われる。

質問を終えて

やす　お

丸山 康夫 議員
まるやま

全国で激増しているイノシシ
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  認知症の知識・理解が深まるよう周知啓発に取り組む

認知症の人に寄り添った
地域社会の構築は

さとる

黒川 悟 議員
くろかわ

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  国の補助金等の活用を進めたい

持続可能な農業の推進を

私の視点「なぜここを質問したか」
高齢化が進み、認知症の人も家族も、安全に安心して暮
らせる共生社会の構築が求められている。本町の認知
症対策の現状は。

私の視点「なぜここを質問したか」
本町では、有害鳥獣による農作物被害や、農業者の高齢
化による担い手不足が深刻化している。農業者が将来
に希望が持てる政策の実現を目指したい。

健
康
課
長

　
第
10
期
宇
美
町
高
齢
者
福
祉
計
画

の
基
本
目
標
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
施
策
で
、
認
知
症
に
対
す
る

取
組
の
充
実
を
掲
げ
、
小
学
校
区
介

護
予
防
教
室
、
自
治
会
い
き
い
き
サ

ロ
ン
、
中
高
生
な
ど
を
対
象
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し

て
い
る
。
　

　
今
年
度
は
き
ら
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
宇
美
商
業
高
校
と
の
共

働
事
業
で
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
。

答

認
知
症
に
関
す
る
知
識
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が

本
町
の
取
組
は
。

問

健
康
課
長

　『
福
岡
都
市
圏
認
知
症
高
齢
者
捜

し
て
メ
ー
ル
』
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

　
高
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
の
方
は

年
々
増
加
し
、
行
動
範
囲
も
広
範
囲

に
及
ぶ
な
ど
、
行
方
不
明
者
対
策
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
G
P
S

を
利
用
し
た
位
置
情
報
検
索
ア
プ

リ
の
導
入
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
利

用
し
た
見
守
り
シ
ー
ル
の
配
布
な

ど
、
認
知
症
の
方
に
適
し
た
対
策

を
検
討
し
た
い
。

答

認
知
症
の
行
方
不
明
者
の
生
命

を
守
る
取
組
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

問

過
去
10
年
間
の
本
町
の
農
業
従

事
者
と
農
地
面
積
の
推
移
は
。

問

副
町
長

　
今
後
、
林
野
庁
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

等
事
業
積
算
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

答

報
酬
が
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ

る
が
、
報
酬
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

問

教
育
長

　
給
食
食
材
は
、
量
・
価
格
の
安
定
供

給
が
必
要
。
地
産
地
消
の
食
に
関
す
る

指
導
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
と
考
え

答

町
長

　
認
定
農
業
者
制
度
や
農
業
用
機
械

の
購
入
を
補
助
す
る
農
業
振
興
推
進
事

業
補
助
金
の
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

学
校
給
食
に
本
町
で
生
産
さ
れ

た
農
作
物
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

問

防
災
機
能
と
し
て
も
有
効
な
農

地
を
今
後
ど
う
残
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

問

都
市
整
備
課
長

　
小
型
の
鳥
獣
に
関
し
て
は
、
道
路

で
ひ
か
れ
た
猫
の
死
骸
同
様
、
委
託
業

者
の
引
き
取
り
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。

答

小
型
の
有
害
鳥
獣
は
殺
処
分
後

に
埋
却
し
て
お
り
、
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト

は
で
き
な
い
か
。

問

都
市
整
備
課
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
産
地
消
推

進
計
画
の
事
業
や
会
議
の
大
半
が
見
送

ら
れ
た
。
現
在
、
年
末
に
会
議
を
開
く

た
め
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

答

宇
美
町
食
育
・
地
産
地
消
推
進

計
画
の
推
進
管
理
の
現
状
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
令
和
５
年
度
は
、イ
ノ
シ
シ
68
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
１
頭
、シ
カ
４
頭
を
捕

獲
し
た
。

　
報
酬
は
、大
型
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
は
１
頭
当
た
り
７
０
０
０
円
、ウ
リ

ボ
ウ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
は
1
頭
当
た
り

答

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
と
１

頭
当
た
り
の
報
酬
は
。

問

認
知
症
の
人
の
尊
厳
あ
る
暮
ら

し
を
守
る
技
法
で
あ
る
「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
」
の
普
及
を
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

健
康
課
長

　
本
町
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
、
認
知
症
や
疑
い
が

あ
る
方
の
相
談
体
制
を
強
化
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

答

し
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
地
域
支

援
推
進
委
員
の
配
置
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
介
護
施
設
職
員
に
対

し
て
研
修
会
を
年
に
1
、
2
回
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
も
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
限
ら

ず
、
認
知
症
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

※

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　
人
間
ら
し
さ
と
優
し
さ
に
基
づ
い
た
認
知
症
ケ
ア

見る

触れる

話しかける

立つ
GPS端末・
二次元コードシール

都
市
整
備
課
長

　
農
家
件
数
は
、
95
戸
か
ら
74
戸
と

22
％
減
少
。

　
耕
作
で
き
る
農
地
面
積
は
74　
か

ら
56
　
と
24
％
減
少
し
て
い
る
。

　
こ
の
内
14　
が
農
作
物
を
耕
作
し

て
い
な
い
自
己
保
全
管
理
地
と
な
っ

て
い
る
。

答

ha

ha

ha

※

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　
人
間
ら
し
さ
と
優
し
さ
に
基
づ
い

た
認
知
症
ケ
ア

１
０
０
０
円
支
払
っ
て
い
る
。

て
い
る
。



介　　護

認知症の人に寄り添っ
た共生社会の実現に向
けた町の認知症対策の
推進に期待する。

質問を終えて

農　　業

有害鳥獣捕獲に対する
報奨金の増額や、処分
に対する町のサポート
に対して前向きな回答
が引き出せ、農業者の
力になると思われる。

質問を終えて

やす　お

丸山 康夫 議員
まるやま

全国で激増しているイノシシ
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  認知症の知識・理解が深まるよう周知啓発に取り組む

認知症の人に寄り添った
地域社会の構築は

さとる

黒川 悟 議員
くろかわ

録画配信は
こちらから ▶答弁（町長）  国の補助金等の活用を進めたい

持続可能な農業の推進を

私の視点「なぜここを質問したか」
高齢化が進み、認知症の人も家族も、安全に安心して暮
らせる共生社会の構築が求められている。本町の認知
症対策の現状は。

私の視点「なぜここを質問したか」
本町では、有害鳥獣による農作物被害や、農業者の高齢
化による担い手不足が深刻化している。農業者が将来
に希望が持てる政策の実現を目指したい。

健
康
課
長

　
第
10
期
宇
美
町
高
齢
者
福
祉
計
画

の
基
本
目
標
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
施
策
で
、
認
知
症
に
対
す
る

取
組
の
充
実
を
掲
げ
、
小
学
校
区
介

護
予
防
教
室
、
自
治
会
い
き
い
き
サ

ロ
ン
、
中
高
生
な
ど
を
対
象
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し

て
い
る
。
　

　
今
年
度
は
き
ら
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
宇
美
商
業
高
校
と
の
共

働
事
業
で
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
。

答

認
知
症
に
関
す
る
知
識
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が

本
町
の
取
組
は
。

問

健
康
課
長

　『
福
岡
都
市
圏
認
知
症
高
齢
者
捜

し
て
メ
ー
ル
』
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

　
高
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
の
方
は

年
々
増
加
し
、
行
動
範
囲
も
広
範
囲

に
及
ぶ
な
ど
、
行
方
不
明
者
対
策
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
G
P
S

を
利
用
し
た
位
置
情
報
検
索
ア
プ

リ
の
導
入
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
利

用
し
た
見
守
り
シ
ー
ル
の
配
布
な

ど
、
認
知
症
の
方
に
適
し
た
対
策

を
検
討
し
た
い
。

答

認
知
症
の
行
方
不
明
者
の
生
命

を
守
る
取
組
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

問

過
去
10
年
間
の
本
町
の
農
業
従

事
者
と
農
地
面
積
の
推
移
は
。

問

副
町
長

　
今
後
、
林
野
庁
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

等
事
業
積
算
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

答

報
酬
が
あ
ま
り
に
も
少
な
す
ぎ

る
が
、
報
酬
を
増
や
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

問

教
育
長

　
給
食
食
材
は
、
量
・
価
格
の
安
定
供

給
が
必
要
。
地
産
地
消
の
食
に
関
す
る

指
導
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
と
考
え

答

町
長

　
認
定
農
業
者
制
度
や
農
業
用
機
械

の
購
入
を
補
助
す
る
農
業
振
興
推
進
事

業
補
助
金
の
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

学
校
給
食
に
本
町
で
生
産
さ
れ

た
農
作
物
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

問

防
災
機
能
と
し
て
も
有
効
な
農

地
を
今
後
ど
う
残
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

問

都
市
整
備
課
長

　
小
型
の
鳥
獣
に
関
し
て
は
、
道
路

で
ひ
か
れ
た
猫
の
死
骸
同
様
、
委
託
業

者
の
引
き
取
り
は
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。

答

小
型
の
有
害
鳥
獣
は
殺
処
分
後

に
埋
却
し
て
お
り
、
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト

は
で
き
な
い
か
。

問

都
市
整
備
課
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
地
産
地
消
推

進
計
画
の
事
業
や
会
議
の
大
半
が
見
送

ら
れ
た
。
現
在
、
年
末
に
会
議
を
開
く

た
め
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

答

宇
美
町
食
育
・
地
産
地
消
推
進

計
画
の
推
進
管
理
の
現
状
は
。

問

都
市
整
備
課
長

　
令
和
５
年
度
は
、イ
ノ
シ
シ
68
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
１
頭
、シ
カ
４
頭
を
捕

獲
し
た
。

　
報
酬
は
、大
型
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
は
１
頭
当
た
り
７
０
０
０
円
、ウ
リ

ボ
ウ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
は
1
頭
当
た
り

答

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
と
１

頭
当
た
り
の
報
酬
は
。

問

認
知
症
の
人
の
尊
厳
あ
る
暮
ら

し
を
守
る
技
法
で
あ
る
「
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
」
の
普
及
を
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

問

健
康
課
長

　
本
町
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
り
、
認
知
症
や
疑
い
が

あ
る
方
の
相
談
体
制
を
強
化
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

答

し
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
地
域
支

援
推
進
委
員
の
配
置
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
介
護
施
設
職
員
に
対

し
て
研
修
会
を
年
に
1
、
2
回
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
も
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
限
ら

ず
、
認
知
症
ケ
ア
の
質
の
向
上
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

※

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　
人
間
ら
し
さ
と
優
し
さ
に
基
づ
い
た
認
知
症
ケ
ア

見る

触れる

話しかける

立つ
GPS端末・
二次元コードシール

都
市
整
備
課
長

　
農
家
件
数
は
、
95
戸
か
ら
74
戸
と

22
％
減
少
。

　
耕
作
で
き
る
農
地
面
積
は
74　
か

ら
56
　
と
24
％
減
少
し
て
い
る
。

　
こ
の
内
14　
が
農
作
物
を
耕
作
し

て
い
な
い
自
己
保
全
管
理
地
と
な
っ

て
い
る
。

答

ha

ha

ha

※

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド

　
人
間
ら
し
さ
と
優
し
さ
に
基
づ
い

た
認
知
症
ケ
ア

１
０
０
０
円
支
払
っ
て
い
る
。

て
い
る
。



教　　育

学びの多様化学校の開設は、
スピード感を持って大きな
チャレンジを行ったと強く感
じる。事業の進捗を注視する
とともに今後も積極的な取
組に期待する。

質問を終えて

医　　療

マイナ保険証を作る
かどうかはあくまでも
本人の任意である。受
診には資格確認書が
あれば大丈夫である
ことを伝えたい。

質問を終えて

けいや

鳴海 圭矢 議員
なるみ よしゆき

安川 禎幸 議員
やすかわ

◆学びの多様化学校とは◆
　学校教育法に基づき教育課程の基準によらず特
別の教育課程を編成して教育を実施することがで
きる文部科学省が指定した学校。従来は不登校特
例校と呼ばれていた。
　学びの多様化学校では、不登校児童生徒に配慮
した特別の教育課程を編成・実施する。
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（教育長）  未来のまちづくりに貢献できる教育施策を進めたい

今後の宇美町の
教育施策は

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  マイナ保険証か資格確認書で受診できる

マイナ保険証以外で
医療は受けられるか

私の視点「なぜここを質問したか」
４月に新たに折居教育長が就任され「学びの多様化学
校」をはじめ次々に新しい施策を打ち出されている。
教育長に今後の宇美町の教育施策をお尋ねしたい。

私の視点「なぜここを質問したか」
本年１２月２日以降、現行の国民健康保険証は新規発行されな
くなり、手元にある保険証は令和7年7月31日までで使用でき
なくなるが、本町の国民健康保険はどう変わっていくのか。

教
育
長

　
令
和
６
年
6
月
末
現
在
、
約
50
名

の
児
童
生
徒
が
ほ
ぼ
全
欠
状
態
で
学

び
に
ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
。
こ

の
現
状
を
考
え
一
日
も
早
く
学
び
の

多
様
化
学
校
を
設
置
し
た
い
と
考
え
た
。

答

学
び
の
多
様
化
学
校
開
設
に

至
っ
た
経
緯
は
。

問

住
民
課
長

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
方
に

つ
い
て
は
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る

の
で
そ
れ
で
受
診
で
き
る
。

答

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
資
格
確
認
書
が
送
ら
れ
て

く
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
資
格
確
認

書
を
出
せ
ば
、
今
ま
で
ど
お
り
に
医

療
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
間

違
い
な
い
か
。

問

住
民
課
長

　
大
規
模
災
害
等
の
際
に
は
医
療
機

関
の
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
、
勤
務
先

な
ど
を
口
頭
で
申
告
す
れ
ば
保
険
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
停
電
な
ど
の
事
情
で
そ
の
場

で
資
格
確
認
が
行
え
な
い
場
合
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
資
格
確
認
情
報
画
面

や
過
去
の
受
診
歴
な
ど
の
確
認
、
被
保

険
者
資
格
申
立
書
の
提
出
で
必
要
な
保

険
診
療
が
受
け
ら
れ
る
。

答

住
民
課
長

　
滞
納
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
医

療
機
関
を
受
診
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
滞
納
者
の
受
診
に
つ

い
て
は
今
ま
で
の
資
格
証
明
書
の

制
度
に
代
わ
っ
て
、
医
療
費
の
全

額
を
支
払
い
、
後
日
本
人
負
担
と

の
差
額
分
を
滞
納
税
に
充
当
す
る

制
度
に
な
る
。

答

住
民
課
長

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
解

除
す
る
こ
と
は
可
能
。
令
和
６
年
10
月

か
ら
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
の
申
請
受

付
が
始
ま
る
予
定
。

　
な
お
、
利
用
登
録
解
除
を
申
請
さ
れ

た
方
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
ら
ず
資

格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
る
。

答

滞
納
者
へ
の
被
保
険
証
の
交
付

が
さ
れ
な
く
な
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

滞
納
者
の
受
診
は
ど
う
な
る
の
か
。

問

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
後

問

住
民
課
長

　
本
人
が
利
用
登
録
し
た
か
不
明
な

場
合
は
、
窓
口
で
も
確
認
で
き
な
い
の

で
、
資
格
確
認
書
を
交
付
し
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

答

転
入
者
の
国
保
加
入
手
続
き
の

際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

有
し
て
い
る
人
に
は
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
登
録
し
た
か
確
認
す
る
と

思
う
が
、
利
用
登
録
を
し
た
か
不
明

な
場
合
の
対
応
は
。

問

災
害
時
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
て
い
な
い
場
合
や
大
規
模

な
停
電
な
ど
で
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
使
え
な
い
場
合
に
医
療
は
受
け

ら
れ
る
の
か
。

問

教
育
長

　
学
校
で
の
学
び
に
ア
ク
セ
ス
で
き

て
い
な
い
児
童
生
徒
を
減
ら
し
て
い

き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
全
て
の
児
童

生
徒
の
進
路
実
現
と
社
会
的
自
立
を

果
た
す
こ
と
が
目
的
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
の
価
値
観
を
、

学
校
が
児
童
生
徒
に
合
わ
せ
応
え
る

こ
と
に
転
換
す
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
る
。

　
出
席
日
数
の
取
扱
い
は
小
中
学
校

と
同
様
で
、
通
学
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
用
も
想
定
し
て
い
る
。

答

教
育
長

　
令
和
６
年
か
ら
８
年
ま
で
両
校
で

小
中
一
貫
教
育
の
研
究
を
行
う
。
　

　
先
進
地
で
あ
る
宗
像
市
を
参
考
に

し
な
が
ら
宇
美
町
に
あ
っ
た
一
貫
教

育
を
模
索
し
て
い
く
。

　
宇
美
町
立
学
び
の
多
様
化
学
校
は
、

原
田
小
、
宇
美
南
中
の
小
中
一
貫
分

校
と
し
て
、
モ
デ
ル
を
提
示
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

答

教
育
長

　
子
ど
も
も
大
人
も
展
望
や
希
望
、

夢
や
志
を
持
っ
て
笑
顔
で
自
己
実
現

を
図
っ
て
い
る
、
将
来
像
は
こ
こ
に

あ
る
と
考
え
る
。

　「
教
育
立
町
宇
美
」
の
信
念
で
、

宇
美
町
に
住
み
続
け
た
い
、
住
み
た

い
、
戻
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
教
育
施
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。

答

宇
美
町
立
学
び
の
多
様
化
学
校

と
は
。

問

原
田
小
、
宇
美
南
中
の
小
中
一

貫
校
の
検
討
状
況
は
。

問

第
７
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標

〜
み
ん
な
で
「
子
ど
も
の
育
ち
」
を

応
援
し
、生
涯
に
わ
た
っ
て
「
学
び
」

を
楽
し
む
『
笑
顔
』
を
う
み
だ
す
ま

ち
〜
の
将
来
像
は
。

問の
変
更
は
可
能
か
。
資
格
確
認
書
を

選
択
し
た
い
場
合
、
登
録
解
除
は
可

能
か
。
ま
た
、
そ
の
手
続
き
は
。

政府広報 厚生労働省

詳しい情報はこちらから検索
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教　　育

学びの多様化学校の開設は、
スピード感を持って大きな
チャレンジを行ったと強く感
じる。事業の進捗を注視する
とともに今後も積極的な取
組に期待する。

質問を終えて

医　　療

マイナ保険証を作る
かどうかはあくまでも
本人の任意である。受
診には資格確認書が
あれば大丈夫である
ことを伝えたい。

質問を終えて

けいや

鳴海 圭矢 議員
なるみ よしゆき

安川 禎幸 議員
やすかわ

◆学びの多様化学校とは◆
　学校教育法に基づき教育課程の基準によらず特
別の教育課程を編成して教育を実施することがで
きる文部科学省が指定した学校。従来は不登校特
例校と呼ばれていた。
　学びの多様化学校では、不登校児童生徒に配慮
した特別の教育課程を編成・実施する。
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一
般
質
問

一
般
質
問

録画配信は
こちらから ▶

答弁（教育長）  未来のまちづくりに貢献できる教育施策を進めたい

今後の宇美町の
教育施策は

録画配信は
こちらから ▶

答弁（町長）  マイナ保険証か資格確認書で受診できる

マイナ保険証以外で
医療は受けられるか

私の視点「なぜここを質問したか」
４月に新たに折居教育長が就任され「学びの多様化学
校」をはじめ次々に新しい施策を打ち出されている。
教育長に今後の宇美町の教育施策をお尋ねしたい。

私の視点「なぜここを質問したか」
本年１２月２日以降、現行の国民健康保険証は新規発行されな
くなり、手元にある保険証は令和7年7月31日までで使用でき
なくなるが、本町の国民健康保険はどう変わっていくのか。

教
育
長

　
令
和
６
年
6
月
末
現
在
、
約
50
名

の
児
童
生
徒
が
ほ
ぼ
全
欠
状
態
で
学

び
に
ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
。
こ

の
現
状
を
考
え
一
日
も
早
く
学
び
の

多
様
化
学
校
を
設
置
し
た
い
と
考
え
た
。

答

学
び
の
多
様
化
学
校
開
設
に

至
っ
た
経
緯
は
。

問

住
民
課
長

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
方
に

つ
い
て
は
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る

の
で
そ
れ
で
受
診
で
き
る
。

答

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
資
格
確
認
書
が
送
ら
れ
て

く
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
資
格
確
認

書
を
出
せ
ば
、
今
ま
で
ど
お
り
に
医

療
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
間

違
い
な
い
か
。

問

住
民
課
長

　
大
規
模
災
害
等
の
際
に
は
医
療
機

関
の
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
、
勤
務
先

な
ど
を
口
頭
で
申
告
す
れ
ば
保
険
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
停
電
な
ど
の
事
情
で
そ
の
場

で
資
格
確
認
が
行
え
な
い
場
合
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
資
格
確
認
情
報
画
面

や
過
去
の
受
診
歴
な
ど
の
確
認
、
被
保

険
者
資
格
申
立
書
の
提
出
で
必
要
な
保

険
診
療
が
受
け
ら
れ
る
。

答

住
民
課
長

　
滞
納
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
医

療
機
関
を
受
診
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
滞
納
者
の
受
診
に
つ

い
て
は
今
ま
で
の
資
格
証
明
書
の

制
度
に
代
わ
っ
て
、
医
療
費
の
全

額
を
支
払
い
、
後
日
本
人
負
担
と

の
差
額
分
を
滞
納
税
に
充
当
す
る

制
度
に
な
る
。

答

住
民
課
長

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を
解

除
す
る
こ
と
は
可
能
。
令
和
６
年
10
月

か
ら
、
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
の
申
請
受

付
が
始
ま
る
予
定
。

　
な
お
、
利
用
登
録
解
除
を
申
請
さ
れ

た
方
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
ら
ず
資

格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
る
。

答

滞
納
者
へ
の
被
保
険
証
の
交
付

が
さ
れ
な
く
な
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

滞
納
者
の
受
診
は
ど
う
な
る
の
か
。

問

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
後

問

住
民
課
長

　
本
人
が
利
用
登
録
し
た
か
不
明
な

場
合
は
、
窓
口
で
も
確
認
で
き
な
い
の

で
、
資
格
確
認
書
を
交
付
し
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

答

転
入
者
の
国
保
加
入
手
続
き
の

際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

有
し
て
い
る
人
に
は
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
登
録
し
た
か
確
認
す
る
と

思
う
が
、
利
用
登
録
を
し
た
か
不
明

な
場
合
の
対
応
は
。

問

災
害
時
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
て
い
な
い
場
合
や
大
規
模

な
停
電
な
ど
で
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
使
え
な
い
場
合
に
医
療
は
受
け

ら
れ
る
の
か
。

問

教
育
長

　
学
校
で
の
学
び
に
ア
ク
セ
ス
で
き

て
い
な
い
児
童
生
徒
を
減
ら
し
て
い

き
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
全
て
の
児
童

生
徒
の
進
路
実
現
と
社
会
的
自
立
を

果
た
す
こ
と
が
目
的
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
の
価
値
観
を
、

学
校
が
児
童
生
徒
に
合
わ
せ
応
え
る

こ
と
に
転
換
す
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
る
。

　
出
席
日
数
の
取
扱
い
は
小
中
学
校

と
同
様
で
、
通
学
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
利
用
も
想
定
し
て
い
る
。

答

教
育
長

　
令
和
６
年
か
ら
８
年
ま
で
両
校
で

小
中
一
貫
教
育
の
研
究
を
行
う
。
　

　
先
進
地
で
あ
る
宗
像
市
を
参
考
に

し
な
が
ら
宇
美
町
に
あ
っ
た
一
貫
教

育
を
模
索
し
て
い
く
。

　
宇
美
町
立
学
び
の
多
様
化
学
校
は
、

原
田
小
、
宇
美
南
中
の
小
中
一
貫
分

校
と
し
て
、
モ
デ
ル
を
提
示
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

答

教
育
長

　
子
ど
も
も
大
人
も
展
望
や
希
望
、

夢
や
志
を
持
っ
て
笑
顔
で
自
己
実
現

を
図
っ
て
い
る
、
将
来
像
は
こ
こ
に

あ
る
と
考
え
る
。

　「
教
育
立
町
宇
美
」
の
信
念
で
、

宇
美
町
に
住
み
続
け
た
い
、
住
み
た

い
、
戻
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献

で
き
る
教
育
施
策
を
進
め
て
い
き
た

い
。

答

宇
美
町
立
学
び
の
多
様
化
学
校

と
は
。

問

原
田
小
、
宇
美
南
中
の
小
中
一

貫
校
の
検
討
状
況
は
。

問

第
７
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標

〜
み
ん
な
で
「
子
ど
も
の
育
ち
」
を

応
援
し
、生
涯
に
わ
た
っ
て
「
学
び
」

を
楽
し
む
『
笑
顔
』
を
う
み
だ
す
ま

ち
〜
の
将
来
像
は
。

問の
変
更
は
可
能
か
。
資
格
確
認
書
を

選
択
し
た
い
場
合
、
登
録
解
除
は
可

能
か
。
ま
た
、
そ
の
手
続
き
は
。

政府広報 厚生労働省

詳しい情報はこちらから検索
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委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

全 員 協 議 会

　8月7日（水）に宇美志免リサイクルセンター「エコル」と最終処分場、老朽化が進んでいる宇
美志免浄化センターの稼働状況を視察しました。
　本町の廃棄物がどのように処理されているのかを知り、今後の広域連携に向けてどう再構築
すべきなのかを模索するうえで、重要な視察研修となりました。

宇美志免リサイクルセンター・宇美志免浄化センターを視察

全 員 協 議 会

議会広報常任委員会

愛知県阿久比町議会だより編集特別委員会の視察受け入れ

リサイクルセンターエコルのストックヤード 人の手による仕分け作業

宇美志免浄化センター（し尿や浄化槽汚泥を浄化している処理施設）の視察

最終処分場の水処理施設で
綺麗にした水を放流

クリーンパークわかすぎの集中管理室

燃えるごみに金属片が混入し破砕機故障の原因に新たな焼却炉の建設予定地

酒水園ではし尿や浄化槽汚泥を浄化し下水道に放流

　10月8日（火）に篠栗町にあるごみ燃料化（ＲＤ
Ｆ）処理施設「クリーンパークわかすぎ」と粕屋町に
あるし尿処理施設「酒水園」を視察しました。
　クリーンパークわかすぎは、令和9年度でＲＤＦ処
理施設を閉鎖し、最新式の回転ストーカ式焼却炉
の新しいごみ焼却施設の整備に着手しています。
　し尿処理施設の酒水園も、昭和57年に開設され
老朽化が進んでおり、今後の維持管理が課題と
なっています。

クリーンパークわかすぎ・酒水園を視察

議会からひと言
　ＲＤＦの整形過程では、家庭ごみを破砕する際に金属が紛れていると、機械故障の原因になり、莫大
な修繕費用がかかります。維持管理費の軽減のためにも、ごみの適切な分類がいかに大切なのかを
周知徹底する必要があります。

議会からひと言
　リサイクルセンターエコ
ルでは、学校や自治会など
のグループでの見学ができ
ます。
　資源ごみを分別する大切
さを知り、みんなでごみの
減量化に取り組んでいきま
しょう。

　10月31日（木）に愛知県阿久比町の議会だより編
集特別委員会の視察研修を受け入れました。
　阿久比町からは令和元年度以来２度目の受け入れ
となり、私たち宇美町議会広報常任委員会としても、
成長の軌跡をお示しすることができたと思います。
　今後も全国から視察に来ていただける「うみ議会
だより」を目指し、研鑽を深めてまいります。

あ　ぐ　い
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全 員 協 議 会
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　社会の基盤を維持していくうえで少子化対策は今や全国で喫緊の課題となっています。町で
は「子育てするなら宇美町で」を合言葉にさまざまな形で子育てを応援する事業の拡充が行われ
ており、その具体的な内容をお知らせします。

（１）中間支援としての役割
行政でもなく自治会（自主防災組織）やま
ちづくり協議会（校区防災部会）でもない
立場で、行政と地域をつなぐ役割を果た
している。

（２）行政との連携（課題と対策の共有化）
市の地域防災計画における地域の自主
防災に関する取組方針や、それぞれの自
主防災組織の課題と対策について、常に
行政と共有化している。

（３）地域の災害特性の把握
小郡市内を活動拠点とすることで、市内
の地震や水害などの災害特性が把握で
きており、それぞれの地域の災害リスク
に対応した活動が可能。

子育て応援事業の拡充

厚生文教常任委員会

委員会より
　この研修で、防災士会の設置の大切さを学びました。また、１１月に総務建設常任委員会
で自主防災組織の取組の先進地である松山市の視察を計画しています。そこでさらに調査
研究を深め、本町でも防災士会の立ち上げや自主防災組織の１００％設置を目指し努力して
いきます。

委員会より
　子育てといえば、とにかく出費のかさむものですが、現在は特に物価高騰が追い打ちを
かけている状況です。今後も安心して子育てできるように、さらなる制度拡充を目指してい
きます。

おごおり防災士会を視察

総務建設常任委員会

◆おごおり防災士会の特徴

対象経費／補助金交付見込額

県補助金見込額　367万1000円

734万2800円

妊産婦タクシー利用料助成事業
妊産婦ヘルパー(家事)派遣費助成事業
妊産婦ヘルパー(育児)派遣費助成事業

産前産後サポート相談事業(保健師、栄養士、保育士)
産後ケア利用料助成事業(訪問)乳房ケア
産後ケア利用料助成事業(訪問)沐浴
産後ケア利用料助成事業(日帰り)
産後ケア利用料助成事業(宿泊)

ファミリー・サポート・センター支援活動報酬助成事業

物価高騰でも安心でおいしい給食を
保育所等給食支援費補助事業（令和6年度新規事業）

タクシー利用時などに利用できる
妊産婦応援事業（うみパック）

産婦人科からの紹介で、町に問い合わせたら
すぐに説明に来てくれて、とても助かりました。

利 用 者 の

声

物価高騰対策として保育所等の給食に係る
材料費高騰分を助成する

補助対象施設／私立保育所等
補助対象期間／令和６年４月から
　　　　　　　令和７年３月まで

妊娠・出産・産後の母親の心身の回復や
育児不安の軽減を目的に、

1 人当たり合計 4 万円を上限として
経済的支援を行う。

ただし、ふたごなどの場合は
2 人目以降のこども 1 人につき

５０００円を加算。

詳しくは
こちら

負担割合／県2分の１、町２分の１

　１０月３日（木）に総務建設常任委員会と
地域コミュニティ課職員4名で、おごおり防
災士会を視察しました。
　おごおり防災士会は、日本防災士機構の
「防災士」の資格を有する者で構成するボ
ランティア団体（平成２８年９月設立、会員数
３３名）として活動されています。
　小郡市では自治会（６２自治会）に「自主防
災組織」が設置されており、この自主防災
組織と８小学校区の協働のまちづくり協議
会の校区防災部会が連携・協力しながら地
域の防災活動に取り組まれています。
　視察では防災部会・自主防災組織の防災
訓練、防災リーダー養成講座などの活動状
況やおごおり防災セミナーの紹介、行政機
関やボランティア情報センターとの連携な
ど防災・減災の取組について説明を受け、
意見交換を行いました。
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20ページに表紙関連記事を記載

議会からのお知らせ
9月定例会は10人が傍聴に来られました

議会は年 4回（3月・6月・9月・12月）
定例会が開かれます。

議会ホームページからは本会議の生中継が
ご覧いただけます。

傍聴する場合は、役場 3階の傍聴席入り口で
住所・氏名をご記入ください。

次回の議会は12月9日に開会予定です。
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笑顔とそれを支える方々に
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髙　橋　紳　章
安　川　禎　幸
小　林　孝　昭
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【議会広報常任委員会】
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楽しく防災を学ぼう
スポーツ少年団が
防災体験会

非常食のオニギリはどんな味かとっても楽しみ

スポーツ少年団が楽しく防災体験会
　9月8日（日）住民福祉センター体育館で「楽しく防災を学ぼう」をテーマにスポーツ少年団が行った防
災体験会を取材しました。
　スポーツ少年団では、災害が発生し、避難した際に「自分に何ができるかを考えて行動できるリーダー
の育成」に力を入れてあり、参加した子どもたちは時に笑顔で、時に真剣な表情で避難所設営訓練など
に取り組んでいました。

議会からのひと言
　今年1月に発生した能登半島地震では、自分の命は自分で守る「自助」と、地域で協力して助け合う「共助」の防災
活動により、住民が助かった事例がいくつもあります。
　「自助」・「共助」の力を高めるためには、地域の防災リーダーの育成が必要不可欠であり、小中学生のころから楽
しく防災について学び・体験することがリーダー育成の一番の近道だと実感しました。
　今後も防災リーダーとなる防災士の育成や防災教育の充実のための提言を続けていきます。

　地域コミュニ
ティ課職員の指導
でパーティション
や段ボールベッド
の組み立てを体
験。「一度体験した
らみんなに教えら
れるね」とてきぱきと行動していました。

　副本部長の福山
栄二さん(写真中)
は「低学年に防災
体験会は難しいか
と思ったが、非常
食やハザードマッ
プにも関心を持っ
てくれたので、来年度の事業にも防災体験会を取り
入れていきたい」と思いを語られました。

　ハザードマップ
で自宅と避難所の
位置、危険な場所
や安全な避難経路
を確認。「家から避
難所までにこんな
危険な場所がある
んだ」と驚いてい
ました。

　災害が発生した
際に避難所に行く
と不安いっぱいだ
と思いますが、
パーティションの
中は過ごしやすそ
うで「これなら家族
で力を合わせれば
乗り切れそう」と話していました。


